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１．広島大学の内部質保証システム	
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理事（教育担当）	


学士課程会議	

大学院課程会議	


教養教育本部	


部局（学部・研究科・センター等）を代表する委員で構成される会議	


教育評価委員会	


教育評価体制	


教育評価委員会：	

　学士課程教育及び大学院課程教育における点検・評価を行うため。	

　　　　（評価委員会が行う大学としての認証評価に関することを除く。）	

所掌業務：	

　(1)　HiPROSPECTS®のＰＤＣＡサイクルにおける具体的点検項目及び点検方法の提案。	

　(2)　大学院課程教育における点検・評価方法の検討。	

　(3)　点検項目に対応するエビデンス蓄積の具体的方法の周知。	

　(4)　その他教育評価に関すること	

　　　　（学生の学業成績評価並びに到達度評価に関する事項を除く。）。	
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教育活動の改善体制（全学のFD体制）	


人材育成推進室	
  
室長：総務・財務室　副理事（総務企画担当）	


ＳＤ部会	
  
（総務・財務室）	


女性研究者キャリア
アップ部会	
  

（総務･財務室）	


ＦＤ部会：学士課程，大学院課程の教育改善	
  
（委員構成）	
  
・高等教育研究開発センター教員(部会長）	
  
・大学院課程会議委員(議長）	
  
・学士課程会議委員（議長）	
  
・教養教育本部教員（専任教員）	
  
・副理事（総務企画担当）：人材育成推進室長	
  
・副理事（教育支援担当）	
  
・副理事（教育改革担当）	
  
・教育支援グループ専門員（評価・改善担当）	
  
・その他ＦＤ部会が必要と認めた者	
  
　（教育評価委員会委員長）	


ＦＤ部会	
  
（教育・国際室）	


TA研修会	


チューター研修会	


新任教職員研修会	


授業方法研修会	


テーチングポートフォリオ研修会	


PBLワークショップ	


高等教育研究センターの研究会	


＜主な全学ＦＤ＞	
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教育国際室の体制	
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２．到達目標型教育プログラムの	
  
　　導入・実施・改革の方向性	
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• 　到達目標型教育とは，あらかじめ教育目標を明確に設定し，その目標を	

　　実現するためのカリキュラムを準備し，学生がその目標に到達できたか	

　　どうかを絶対評価する教育方法である。	

　　　＊教育方法とは，教育体制，指導方法，教材等を指す。	

• 　到達目標型教育システムは，	

　①到達目標設定，	

　②学力測定および	

　③カリキュラム・教育方法	

　の見直しの三点セットからなる。	


HiPROSPECTS®の基本原理 

必要に応じてカリキュラムや教育方法の見直し	

　「到達目標型教育に向けて（答申）」
H14.7.12	


到達目標 カリキュラム 
教育方法	


学力測定 
	


つまり、到達目標型プログラムは教育の内部質保証システムを構築するために実施された。	


到達目標型教育プログラムの導入	
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副専攻プログラム（５２プログラム）	

（他の主専攻プログラムの基礎・概要等の学習を目的としたカリキュラム。修
了要件単位：16〜30）	


特定プログラム（１１プログラム）	

（特定のテーマの学習又は資格取得を目的としたカリキュラム。例えば，英語
プロフェッショナル養成特定プロ，学芸員資格取得特定プロ等。修了要件単
位：約10）	


ＨｉＰＲＯＳＰＥＣＴＳ®の構造	


（全学生が履修）	


学生の多様な学習ニーズに対応（希望学生のみ履修）	


主専攻プログラム（６６プログラム）	

（各学部・学科等が学士号取得を目的に提供する	

カリキュラム）	


目的別プログラム	
  

到達目標型教育プログラムの導入	
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PDCAサイクルを教育の質
の向上に活用	

→卒業生の質の確保を裏付　　 　
　けるカリキュラムの構築へ	


到達度評価結果を学生の
履修指導に活用	

→卒業生の質の確保へ	


Ｃｈｅｃｋ	

　－主専攻プログラムの点検・評価－	

・到達度評価の結果等を基に，主専攻プログラムを点検・
評価	


Ｐｌａｎ　－主専攻プログラムの策定－	

・目指すべき卒業生像（到達目標）の明確化，授業科
目等の設定 
「主専攻プログラム詳述書，シラバス」	


Ｄｏ	

－授業・履修指導の実施－	

・各主専攻プログラムによる授業の実施	

・到達目標への到達度を各学生につい

て評価（＝到達度評価）し，その結果を
履修指導に活用	


Ａｃｔｉｏｎ 
－主専攻プログラムの改善－	

・主専攻プログラムの点検・評価結果
に基づき，教育方法や内容を見直す	


「自己点検とその改善に関する年次報告書」	


基準（①教育の状況についての
点検と改善のためのシステム，
②教育内容及び実施，③教育の
成果，④学生支援 ）	


担当教員会	


広島大学のＨｉＰＲＯＳＰＥＣＴＳ®は，主専攻プログラムにおけるこれら一連
のＰＤＣＡサイクルにより，卒業生の質を確保すると共に，それを裏付ける
カリキュラムの構築を目指している。	


「改善計画書 
　　＆改善報告書」	


到達目標型教育プログラムの導入	
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・知識理解	


・知的能力・技能	


・実践的能力・技能	


・総合的能力・技能	


到達度評価項目	


大項目	
 小項目	


各プログラ
ムの内容
に合致した
小項目を
作成	
  

小項目の
ルーブリック
を作成。	
  
・Best	
  
・Modal	
  
・Threshold	
  

到達度を	
  
評価する	
  
講義科目	


ルーブリック	
 備考	


広大で統一	


↑	
  

到達目標型教育プログラムの導入	
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ＨｉＰＲＯＳＰＥＣＴＳ®の構造	


別紙4　到達目標評価項目と評価基準（ルーブリック） 

 
 
 
	


主専攻プログラム詳述書　（教育学）	


評価項目	
  
（期待される成果）	


当該項目を評価
する科目名	


到達度（Best,	
  Modal,	
  Threshold)の
基準（ルーブリック）	
  
	


到達目標型教育プログラムの導入	
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• 学生が他者に向かって学生自身の力を具体的に説明できる大きなメリットを与える
（「教育プログラム実施要綱」平成18年）	
  
• 定量的なプログラム到達度の測定をもとにした評価点検を絶えず行い，PDCAサイ
クルによってプログラム自身の向上を図る（同上）	
  
• 目標への一人ひとりの到達度を学期ごとに知らせ，それに応じた学習へのアドバイ
ス等を行う（本学ホームページ）	


教育の点検評価・改善
における活用 

チュータリングに
おける活用 評価方針 

の明示 

褒める評価から社会的実効性のある評価へ	
  

実質化	


大学	


学生	


プログラム	
  
（教員）	


学習の振り返りへの活用 

評価の客観化・透明化 
(評価のエビデンス) 

評価の点検・評価 
(自己評価等の活用） 

到達目標型教育プログラムの課題	
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教育プログラムの評価	


○　所属している主専攻プログラムの詳述書を読んだこ	

　　　とがあるか 	

○　所属している主専攻プログラムの到達状況を評価す	

　　　るための評価項目等を理解しているか 	

○　主専攻プログラムの評価項目と授業の関係を理解し	

　　　ているか	

○　授業の履修に際して，主専攻プログラムの到達目標	

　　　を意識したか	

○　提供されている科目を履修することにより，到達目標	

　　　を達成できると思うか	

○　ガイダンスや個別指導等により，到達目標達成に	

　　　する指導は適切に行われたか 	
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理解している	


概ね理解して
いる	


あまり理解して
いない	


理解していな
い	


よく読んで理解
している	


読んだことが
ある	


存在を知って
いるが読んだ
ことがない	

存在を知らな
い	


理解している	


概ね理解して
いる	


あまり理解して
いない	


理解していな
い	


意識した	


概ね意識した	


あまり意識しな
かった	


意識しなかっ
た	


そう思う	


概ねそう思う	


あまりそう思
わない	


そう思わない	


そう思う	


概ねそう思う	


あまりそう思
わない	


そう思わない	


到達目標型教育プログラムについて（学生の評価）	


所属している主専攻プログラム
の詳述書を読んだことがあるか 	


所属している主専攻プログラム
の到達状況を評価するための
評価項目等を理解しているか 	


主専攻プログラムの評価項目と
授業の関係を理解しているか	


授業の履修に際して，主専攻プ
ログラムの到達目標を意識した
か	


提供されている科目を履修する
ことにより，到達目標を達成でき
ると思うか	


ガイダンスや個別指導等により，
到達目標達成にする指導は適
切に行われたか 	


16	




教育プログラムの問題点	


●　ハイプロの中核部分である主専攻プログラムの詳述	

　　　書，およびその実施に関わる評価項目等は，学生に	

　　　十分浸透していない。	

●　学生自身は提供されているカリキュラムを履修すれ	

　　　ばそのプログラムの一般的な到達目標を達成するこ	

　　　とができると考えている。	

●　教員による到達度評価を活用した指導が十分に行	

　　　われていない。	

●　詳述書が学生にわかりやすく伝えるための工夫が	

　　　必要。	

●　教員の共通理解が必要。	
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導入時期：平成２７年度入学生から導入する。	
  
HiPROSPECTS®の改善	


現行の問題点	
 改善策	
 改善策で期待できる効果	


【行動計画2012】到達目標教育プログラムの検証・見直し。	


・学生にプログラムの到達目標や評価項目の理解
が浸透していない。（実質化されていない）	
 １．到達目標に沿った履修表を

作成する。※卒業要件（単位取
得）を満たせば，自ずとプログ

ラムで設定した到達目標を達
成できるように，カリキュラムお

よび科目を構成する。	


◆到達目標と単位・学位の関係が分かり易くなる。	

◆プログラムが提供するカリキュラムにより，身につく
能力を保証できる。	


◆学生が到達度目標を意識して授業計画を立てられる
ようになる。	


◆カリキュラムにおける教養教育履修の目的が明確と
なり，到達目標における専門教育との融合が可能とな
る。	


・卒業要件との関係性が分かり難く，学生は到達
目標及びを教養教育履修の目的を意識して授業
計画を立てていない。（到達目標の卒業基準化）	


・到達目標が未到達で卒業する場合もあり，到達
目標と単位・学位の関係が明らかでなかった。	


・成績評価と到達度評価の関係が不明確	


２．到達度の測定方法の変更	


◆成績評価と到達度評価の関係が明確になる。	

◆教員の負担軽減	

◆教養教育科目も含めた到達状況の測定により，到達

目標と単位・学位の関係が分かり易くなる。	

◆学生が到達度目標を意識して授業計画を立てられる

ようになる。	

◆教員の学生指導に利用できるようになる。	


・教養教育科目の到達状況が測定できていない。	


・教員の学生指導に使える到達度評価になってい
ない。	


・学生が使える到達度評価になっていない。	


・到達状況の確認がわかり難い。（学生が見える到
達度評価になっていない）	


３．到達状況をレーダーチャー
トで示す。	


◆学生の省察に使える。	

◆教員の学生指導に利用できるようになる。	


・体系的なカリキュラムを構築するために行う情報
共有が教員間でできていない。	
 ４．教育プログラム実施体制を

強化する。	

◆継続的に体系付けられたカリキュラムが構築できる。	

◆カリキュラムの改善に使える。	


・教員もHiPROSPECTS®の理解が十分でない。	


【行動計画2012】授業科目ナンバリングの導入	


・授業科目ナンバリングの導入	

５．授業科目ナンバリングの導
入	


◆学生が適切な授業科目を選択する手助けとなる。	
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３つのポリシー	

ディプロマ・ポリシー：学位授与の方針。各主専攻プログラムが，その教育理念や
特色等に基づいて，どのような能力があれば，当該学部などで学位授与に値する
のかの考え方をまとめたもの。	
  
	
  
カリキュラム・ポリシー：教育課程編成・実施の方針。各主専攻プログラムが，その
教育理念や特色等を踏まえ，学位授与に値する学生を育成するために，どのよう
な教育活動を行うかの考え方をまとめたもの。	
  
	
  
アドミッション・ポリシー：入学者受入れ方針。各主専攻プログラムが，どのような
能力や適性等を有する学生を求めているかなどの考え方をまとめたもの。	
  
　→入学者の選抜方法や入試問題の出題内容等にはこの方針が反映されている。	
  
	
  
	
  
各機関の個性・特色の根幹をなすものとして，三つの方針において，大学の個性・
特色は具体的に反映されるものである。	
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【期待される効果】	
  
◆到達目標と単位・学位の関係が分かり易くなる。	


◆プログラムが提供するカリキュラムにより，身につく能力を保証できる。	


◆学生が到達度目標を意識して授業計画を立てられるようになる。	


◆カリキュラムにおける教養教育履修の目的が明確となり，到達目標における専門教育
との融合が可能となる。	


	


1. 到達目標に沿った履修表を作成する。	

	
  

学位授与方針(ディプロマポリシー)を実現できる到達目標を設定	
  
↓	
  

到達目標に沿った履修表の作成	
  
※学生が卒業要件（単位取得）を満たせば、自ずとプログラムで	
  

　　　設定した最低限の到達目標を保証できるように科目を構成する。	
  
プログラムで責任を持って開講する授業科目や設定している教養科目，選択科目	
  

により，学位授与方針を満たすように各授業科目の内容およびカリキュラムを構築する。	
  

	
  
	
  

卒業要件単位の修得	
  
↓	
  

学位授与方針(ディプロマポリシー)の実現	
  
↓	
  

プログラムとして，学生の到達度を保証	
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到達目標に沿った履修表（例）	


科目名 種類 単位数 1 2 3 4 5 6 7 8

当該分野
固有の必
要な知
識・理解
(I-1)

汎用的な
知識・理
解(I-2)

当該分野
固有の能
力・技能
(II-1)

汎用的能
力・技能
(II-2)

問題発
見・解決
力(III-1)

発信力・
傾聴力
(III-2)

データの
収集・解
析・まとめ

論理的思
考力(IV-
1)

教養ゼミ 教養ゼミ 必修 2 ○ 0.5 0.5 0.5 0.5

平和科目 平和科目 必修 2 ○ 1 1

総合科目 総合科目 必修 2 ○ 0.5 0.5 0.5 0.5

コミュニケーション基礎a 必修 1 ○ 0.5 0.25 0.5

初習外国語Iib 必修 1 ○ 0.5 0.5 1

情報科目 情報科目 必修 2 ○ 0.5 0.5 0.5 0.5

パッケージ科目1 必修 2 ○ 0.5 0.5 1

パッケージ科目2 必修 2 ○ 0.5 0.5 1

パッケージ科目3 必修 2 ○ 0.5 0.5 1

微分積分通論 必修 2 ○ 1 1

生物学実験 選択必修 ○ 0.5 0.5

健康スポーツ科目 必修 1 ○ 1

健康スポーツ科目 必修 1 ○ 1

領域科目1 選択必修 ○ 1 1

領域科目7 選択必修 ○ 1 1

生物生産学入門 必修 2 ○ 1 1

生化学入門 必修 2 ○ 1 1
生物統計学 選択必修 ○ 0.5 0.5 0.5 0.5
生物物理化学 選択必修 ○ 1 1
公衆衛生学 選択必修 ○ 0.5 0.5 1
外書購読 必修 2 ○ 0.5 0.5 0.5 0.5

酵素化学 必修 2 ○ 1 1

分子遺伝学 必修 2 ○ 1 1
動物分子生物学 必修 2 ○ 1 1

化学生態学 必修 2 ○ 1 1

その他の選択科目5 選択 ○ 1 1
その他の選択科目6 選択 ○ 1 1
その他の選択科目7 選択 ○ 1 1

128 10 14.5 1 10.75 7 2.5 1 5.5

専
門
科
目

専門基礎
科目

専門科目

健康スー
ツ科目

領域科目 14

評価項目

受講セメスター 知識・理解I 能力・技能(II) 実践・汎用的能力・技能

教
養
科
目

外国語科
目

パッケー
ジ科目

基盤科目

略

略

略

略

略

全学共通の評価

項目の他，各主

専攻プログラムで

追加設定が可能。

科目の修得によって得られ

る「成果」の比重を単位数を

分割して示す。

卒業要件（単位

数）を充足した時

に得られる「成

果」の最低基準

（単位数）
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プログラムの到達目標と学習成果	


文部科学省「学士力」（平成20年12月）	

○知識・理解　　　　多文化・異文化に関する知識の理解	
  
　　　　　　　　　　　　　人類の文化，社会と自然に関する知識の理解	


○汎用的能力　　　コミュニケーション・スキル　，数量的スキル，	
  
　　　　　　　　　　　　　情報リテラシー　，論理的思考力，問題解決力	


○態度・志向性　　自己管理力　，チームワーク・リーダーシップ，	
  
　　　　　　　　　　　　　倫理観，市民としての社会的責任，生涯学習力	


○総合的な学修経験と創造的思考力	

　　　　　　獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し，自らが立てた	
  
　　　　　新たな課題にそれらを適用し，その課題を解決する能力	


経済産業省「社会人基礎力」 （平成18年２月）	

○前に踏み出す力　　 主体性，働きかけ力，実行力	
  
○考え抜く力　　　　　　課題発見力，計画力，創造力	

○チームで働く力　　　 発信力，傾聴力，柔軟性，	
  
　　　　　　　　　　　　　　　  状況把握力，規律性，	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　ストレスコントロール力	


　　　　　　　　　　　広島大学「HiPROSPECTS®」	

　　　　　　　　　　　　　　　○知識・理解	

　　　　　　　　　　　　　　　○知的能力・技能　（情報収集処理能力，解析能力，論理的思考能力など）	

　　　　　　　　　　　　　　　○実践的能力・技能　（実験技術，社会調査能力，論文作成力など）	

　　　　　　　　　　　　　　　○総合的能力・技能　（問題解決能力，研究力，IT，コミュニケーション力など）	


平成１８年
導入	


広島大学「新しいHiPROSPECTS®（案）」	


知識・理解	
 

	
  小項目	
 	
  具体的な内容	
 
当該分野固有の必要な知識・理解	
 当該分野の基礎となる知識理解	
 

汎用的な知識・理解	
 
多文化・異文化に関する知識の理解	
  
人類の文化，社会と自然に関する知識の理解	
  
平和に関する知識	
 

能力・技能	
 
当該分野固有の能力・技能	
 

当該分野の知識を応用できる能力・技能	
  
倫理的思考力	
 

汎用的能力・技能	
 批判的思考力・総合的判断力，表現力，情報リテラシー，異文化理解力	
 

実践・汎用的	
  
能力・技能	
 

問題発見・解決力	
 計画力，創造力，主体性，実行力，発信力，柔軟性，状況把握力，規律性	
 

発信力・傾聴力	
 
発信力，傾聴力，コミュニケーション能力	
  
継続性，協調性，調整力	
 

データの収集・解析・まとめ	
 データの収集・解析・まとめと，とりまとめる能力	
 
論理的思考力	
 論理的思考力	
 

※態度・志向性は、全ての授業科目で養成する。	
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到達状況をレーダーチャートで示す。	


【期待される効果】	
  
　◆学生の省察に使える。	

　◆教員の学生指導に利用できるようになる。	


	


1セメ	


	
  
	


	


4セメ	


	
  
	


	


5セメ	


	
  
	


	


6セメ	


	
  
	


	


7セメ	


	
  
	


	


8セメ	


	
  
	


	


I.知識・理解	
 I-­‐1当該分野固有の必要な知識・理解　　I-­‐2汎用的な知識・理解　	


II.能力・技能	
 II-­‐1当該分野固有の能力・技能　　　        II-­‐2汎用的能力・技能　	


III.実践・汎
用的能力・
技能	


III-­‐1問題発見・解決力	
  
III-­‐2発信力・傾聴力	
  
III-­‐3データの収集・解析・まとめ	
  
III-­‐4論理的思考力	
  

I-­‐1	

	
  
	


	


I-­‐2	

	
  
	


	


II-­‐1	

	
  
	


	


II-­‐2	

	
  
	


	


III-­‐1	

	
  
	


	


III-­‐2	

	
  
	


	


III-­‐3	

	
  
	


	


III-­‐4	

	
  
	


	


知識・理解	


能力・技能	
実践・
汎用的
能力・
技能	


E	
B	
G	


2セメ	


	
  
	


3セメ	
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到達状況をルーブリックで示す。	


【期待される効果】 ◆学生の到達度評価を言葉で言い換えることができる。　	

　　　　　　　　　　　  ◆卒業生像を外部の人間に説明することができる。	


　	
 Excellent	
   BeQer	
   Good	
  

全
学
共
通
項
目	


知識・理解(I)	


当該分野固有の必
要な知識・理解(I-1)	


当該分野の基礎となる知識理解	

○○することがで
きる	


○○することがで
きる	


○○することがで
きる	


汎用的な知識・理解
(I-2)	


多文化・異文化に関する知識の理解、人類
の文化、社会と自然に関する知識の理解、
平和に関する知識	


能力・技能(II)	


当該分野固有の能
力・技能(II-1)	


当該分野の知識を応用できる能力・技能、
倫理的思考力	


汎用的能力・技能
(II-2)	


批判的思考力・総合的判断力、表現力、情
報リテラシー、 異文化理解力	


実践・汎用的	

能力・技能(III)	


問題発見・解決力
(III-1)	


計画力、創造力、主体性、実行力、発信力、
柔軟性、状況把握力、規律性	


発信力・傾聴力
(III-2)	


発信力、傾聴力、コミュニケーション能力、
継続性、協調性・調整力	


データの収集・解
析・まとめ(III-3)	


データの収集・解析・まとめと、とりまとめる
能力	


論理的思考力(III-4)	
論理的思考力	


各主専攻プログラムにおける
Excellent，BeQer，Goodの基準
を示す。	


【ルーブリック（案）】	


全学共通項目の他，各主専攻プログラムで追加設定が可能	
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ープログラム（教育課程）構築のステップー	


１）どのようなことができる人を育てるプログラムを作りたいのか？	

　　現状自己評価・全学教育目標・資源分析・卒業生受け入れ企業分析を参考に、コンセプトを構築する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　【学位授与方針／到達目標の策定】	

２）どのような知識・スキルがあれば可能か整理　　　　　　　　　　　　　　               　　【到達目標の分割整理】	

３）到達目標に紐づく科目・科目群の単位数、授業形態の策定。　　　　                        　【授業科目の作成】	

４）どのような内容で到達評価を括って、授業科目を用意するか。　　　　                      　【授業科目の作成】	

５）個々の授業科目で、どのような比重で到達目標を達成させるか。　　                         【授業科目の作成】	

６）そのために有効な素材・教材を決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　【素材決定】【授業科目の作成】	

７）到達目標を達成させるために、授業科目の難易度と順序を決定。　　　　　　　 　【カリキュラム構造の作成】	

８）シラバス（教育目標・キーワード・授業概要・学生の到達目標・評価指標・評価割合）の作成。　	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【授業科目の位置付けの整理→詳細の作成】	

９）プログラム内でのシラバスの調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【最終調整】	

１０）入学者受け入れ方針の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　 【教育プログラム入学者受け入れ方針作成】	

１１）学生への案内。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【詳述書および簡易詳述書(案内書)の作成】	

１２）プログラムの実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                       　　　【実施】	

１３）学生自身および担当教員会による到達度の省察　　【履修計画の経時的確認、到達目標の経時的確認】	

１４）担当教員会による自己点検、卒業生アンケート等による自己評価　  　　　　　　　　　　　　　 【アセスメント】　	

１５）プログラムの検証、ピアーレビュー　　　　 　　　　                                                       　　　　　 【評価】	

１６）結果の活用によるプログラムの再構築　　　　　　　　　　                                         　　【検証後の改善】	


【期待される効果】	


◆継続的に体系付けられたカリキュラムが構築できるようになる。	


（１）担当教員会の開催を義務付ける。	


（２）担当教員会が行う必要のある具体的な作業項目を示す。	


４．教育プログラムの内容と実施体制を強化する。	
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⑨教育プログラムの改善	

　(Action)	
 

①(Diploma policy)【学位授与方針／到達目標の策定】(Plan)	

　	


学部教員会等	


②(Curriculum policy)【到達目標の分割整理】【授業科目作	

　　成】【素材決定】【カリキュラム構造の作成】(Plan)	

③(Admission policy)の策定【教育プログラム入学者受け	

　入れ方針作成】【詳述書および簡易詳述書(案内書)の作成】	

　(Plan)	
 プログラム担当教員会	


⑥プログラムの他者評価【Peer review】(Check)	


教育評価委員会	


学士課程会議	


⑧外部評価(Check)	


プログラム担当教員会	


④教育プログラムの実施【実施】　【履修計画の経時的確認、	

　到達目標の経時的確認】(Do) 	

	
 学部教員会等	


⑤(Assessment policy)【プログラムの教育効果の自己点検】	

　【評価】(Check) 	

	
 プログラム担当教員会&学部教員会等	


⑦教育プログラムの改善指導　【検証後の改善】	

　(Action)	


ーPDCAのステップー	


４．教育プログラムの内容と実施体制を強化する。	


【期待される効果】　◆継続的に体系付けられたカリキュラムが構築できるようになる。	


教
育
・
国
際
室　	


教
育
担
当	

理
事	


副
学
長	


・自己点検	

・教育室が関与	

　する自己点検	

・外部評価を加	

　えた非定期的	

　点検評価	


矢印の意味	
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３．内部質保証システムの	

　　課題と展望	
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大学の機能強化へ向けた“大学改革行動計画策定WG”	


・学士課程教育全体を統轄する組織の設置	

・学部における入学者選抜方法で「段階評定」の実施	

・ＡＯ入試の充実・拡大の実施	

・ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の活用実施	

・学士課程教育での留学生受け入れ拡大の実施	


・大学院における入学者選抜方法の検証・見直しの実施	

・社会人特別選抜・フェニックス特別選抜の拡充の実施	

・留学生受け入れ拡大のための海外センター活用の促進・留学生特別選抜の実施	

・学部における「10 月入学」の導入（「４月入学」と「10 月入学」の実施）	

・英語で完結する学士課程教育プログラムの実施	

・教員PDの実施	


・自主的な学修を促進させるための方策，環境の整備・充実	

・ライティングセンターの設置	

・ＰＤの開発・実施組織としてのＰＤ委員会を設置する。	

・教員評価における教育活動の重視	


・教育活動に対する適切なインセンティブの導入	

・教員の教育活動記録の収集と自覚・省察（ティーチングポートフォリオ）の導入	

・成績評価（成績分布）に関するガイドライン導入	

・TOEIC スコアの卒業要件化と未到達者への対応策	

・在学中の全期間に亘る国際語としての英語教育の実施	


・広大における教養教育の特長の策定	

・教養教育改革骨子の実質化（さらなる教養教育の改善に向けて）	

・大学院教育における教養的共通基礎教育の内容と実施方法の策定	

・ 到達目標型教育プログラムの検証と実質化	

・ 学生の到達度評価システムの見直し（アウトカム基準などの検討）	


WGから学長への提言	

・学士課程教育全体を統轄する組織の設置	

・学部における入学者選抜方法で「段階評定」の実施	

・ＡＯ入試の充実・拡大の実施	

・ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の活用実施	

・学士課程教育での留学生受け入れ拡大の実施	


・大学院における入学者選抜方法の検証・見直しの実施	

・社会人特別選抜・フェニックス特別選抜の拡充の実施	

・留学生受け入れ拡大のための海外センター活用の促進・留学生特別選抜の実施	

・学部における「10 月入学」の導入（「４月入学」と「10 月入学」の実施）	

・英語で完結する学士課程教育プログラムの実施	

・教員PDの実施	


・自主的な学修を促進させるための方策，環境の整備・充実	

・ライティングセンターの設置	

・ＰＤの開発・実施組織としてのＰＤ委員会を設置する。	

・教員評価における教育活動の重視	


・教育活動に対する適切なインセンティブの導入	

・教員の教育活動記録の収集と自覚・省察（ティーチングポートフォリオ）の導入	

・成績評価（成績分布）に関するガイドライン導入	

・TOEIC スコアの卒業要件化と未到達者への対応策	

・在学中の全期間に亘る国際語としての英語教育の実施	


・広大における教養教育の特長の策定	

・教養教育改革骨子の実質化（さらなる教養教育の改善に向けて）	

・大学院教育における教養的共通基礎教育の内容と実施方法の策定	

・ 到達目標型教育プログラムの検証と実質化	

・ 学生の到達度評価システムの見直し（アウトカム基準などの検討）	
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Ⅰ　学士課程入学者選抜方法の検証･見直し	

　　　(１)ＡＯ入試の充実・拡大	

　　　(２)大括り入試の検討・導入	

　　　(３)大学入試センター試験の取扱いの見直し	

　　　(４)ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の活用	


	

Ⅱ　学士課程の充実	

　　 (１) 「４月入学」と「10月入学」を併用	

　　 (２) 成績評価に関するガイドラインの導入	

　　 (３) 英語で完結する国際教養プログラムの導入	

　　 (４) 「４月入学」と「10月入学」を併用	


　　 (５) 総合科学部の教育プログラムとして｢グローバルポリシースタディーズ(仮称)｣を設置	

　　 (６) ３学期制または４学期制への移行について検討	

　　 (７) ＴＯＥＩＣの卒業要件化	

　　 (８) 教養教育の特長の明確	


　　　・ 授業科目「名著との対話(仮)」の新設・必修	

　　　・ アクティブ・ラーニングの拡充	

　　　・ 学修成果測定へのルーブリックの導入及びeポートフォリオの導入	

　　　・ Ｌ字型教養教育の実施	

　　 (９)到達目標型教育プログラムの検証・見直	


　　　・ 到達目標の卒業基準化	

　　　・ 授業科目のナンバリング	


大学の機能強化へ向けた行動計画2012	


学長が指示した行動計画	


Ⅰ　学士課程入学者選抜方法の検証･見直し	

　　　(１)ＡＯ入試の充実・拡大	

　　　(２)大括り入試の検討・導入	

　　　(３)大学入試センター試験の取扱いの見直し	

　　　(４)ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の活用	


	

Ⅱ　学士課程の充実	

　　 (１) 「４月入学」と「10月入学」を併用	

　　 (２) 成績評価に関するガイドラインの導入	

　　 (３) 英語で完結する国際教養プログラムの導入	

　　 (４) 「４月入学」と「10月入学」を併用	


　　 (５) 総合科学部の教育プログラムとして｢グローバルポリシースタディーズ(仮称)｣を設置	

　　 (６) ３学期制または４学期制への移行について検討	

　　 (７) ＴＯＥＩＣの卒業要件化	

　　 (８) 教養教育の特長の明確	


　　　・ 授業科目「名著との対話(仮)」の新設・必修	

　　　・ アクティブ・ラーニングの拡充	

　　　・ 学修成果測定へのルーブリックの導入及びeポートフォリオの導入	

　　　・ Ｌ字型教養教育の実施	

　　 (９)到達目標型教育プログラムの検証・見直	


　　　・ 到達目標の卒業基準化	

　　　・ 授業科目のナンバリング	
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Ⅲ　大学院課程の充実	

　　（１） 共通基礎科目(大学院での教養教育)の必修化	

　　（２） カリキュラムの体系化	

　　（１）入学者選抜方法の検証・見直し	

　　（２）博士課程(後期)の入学定員の充足	


　　（３）入学定員の増	

　　（４） 「１０月入学」の拡充 	

　　（５）社会人特別選抜・フェニックス特別選抜の拡充	

　　（６）外国人留学生特別選抜の拡充	

	

Ⅷ　学修環境の整備	


　　 (１) ラーニングコモンズの２４時間利用	

　　 (２) eラーニングの活用など自学自習環境の充実	

　　 (３) 外国人教員の雇用促進(平成２８年度５％目標)	

　　 (４) １クラス当たりの履修学生数の上限設定	


　　（５） 海外研修・留学制度及び国際学会発表支援の充実	

　　（６）ライティングセンター設置	

	

Ⅴ　機能強化に向けた基盤整備	

　　 (１)教育活動評価の実質化	


　　 (２)教員研修の必須化	

	


大学の機能強化へ向けた行動計画2012	


学長が指示した行動計画	


Ⅲ　大学院課程の充実	

　　（１） 共通基礎科目(大学院での教養教育)の必修化	

　　（２） カリキュラムの体系化	

　　（１）入学者選抜方法の検証・見直し	

　　（２）博士課程(後期)の入学定員の充足	


　　（３）入学定員の増	

　　（４） 「１０月入学」の拡充 	

　　（５）社会人特別選抜・フェニックス特別選抜の拡充	

　　（６）外国人留学生特別選抜の拡充	

	

Ⅷ　学修環境の整備	


　　 (１) ラーニングコモンズの２４時間利用	

　　 (２) eラーニングの活用など自学自習環境の充実	

　　 (３) 外国人教員の雇用促進(平成２８年度５％目標)	

　　 (４) １クラス当たりの履修学生数の上限設定	


　　（５） 海外研修・留学制度及び国際学会発表支援の充実	

　　（６）ライティングセンター設置	

	

Ⅴ　機能強化に向けた基盤整備	

　　 (１)教育活動評価の実質化	


　　 (２)教員研修の必須化	
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４．教育の質保証としての	

eラーニングポートフォリオ	
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全学のePF	

生物圏科学研究科で運用開始	


生物圏科学研究科で自己点検	


広島大学の今後の教育の質保証において、導入を確認	


リーディング大学院で、ePFを導入	


生物圏科学研究科のePFを全学版に変更	


生物生産学部・理数学生支援特別学生プログラムで導入	


学士課程での導入を検討予定	
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eLP	
  =	
  e+(Learning	
  PorVolio)	
  

・複数指導教員体制の実質化 
・学生の自己評価能力の養成 
・学生の学習データの保管 
・学生の自己アピール能力の養成 

広大型eLPの作成	
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2010～　大学院 生物圏科学研究科 
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4

eLP = e+(Learning Portfolio)

・複数指導教員体制の実質化
・学生の自己評価能力の養成

・学生の学習データの保管
・学生の自己アピール能力の養成

?

2010～　大学院 生物圏科学研究科

大学院 GP
「食料・ 環境系高度専門実践技術者養成スペシャリスト
・ゼネラリスト融合型人材育成 HiSuper プログラム」

2012～　大学院 博士課程リーダー育成プログラム

リーディングプログラム
「放射線災害復興 を推進する
フェニックスリーダー育成プログラム」

Mahara改修

スクラッ
チ

ビルド
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2012～　大学院 博士課程リーダー育成プログラム 
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9

貯める

見る・見せる

＋

プラン

レジメ

日誌

ファイル

「コンテンツ」を貯める
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13

貯める

見る・見せる

＋
貯めたコンテンツを

「マイポートフォリオ」で見せる
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広島大学での研究科横断型大学院教育	
  
におけるeポートフォリオの利用	


平成23年度　文部科学省「博士課程教育リーデイングプログラム」	
  
放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム	
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eポートフォリオによる	
  
研究科横断型教育-­‐学修の質保証	


学生と主・副指導教員は、	
  
e-­‐ポートフォリオを用いて、学
生の達成水準を確認する	
学生の自己評価画面	


5段階の自己評価	
 取得単位数	


カリキュラムマップの展開	

クリック	
クリック	


記述式自己評価および
エビデンスの表示	
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ご静聴ありがとうございました。	
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